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（一社）東京ハイヤー・タクシー協会プロフィール 

 東京全域の法人の事業者団体で、ハイヤー・タクシー事業の適正な運営と利用者に対するサービスの改善を通じ
て事業の健全な発展を図り、社会公共の福祉に寄与することを目的としております。 
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多摩地域のタクシーの状況 

 タクシー事業は地域公共交通機関として、地域性が問われる輸送形態であることから、各エリアで営業区域が分
かれ、それぞれの交通ニーズに応えております。 

東京の営業区域と車両数 三多摩交通圏の総台数 

交通圏 法人 個人 合計 

北多摩 １７４８ １６５ １９１３ 

南多摩 １２３１ ２７１ １５０２ 

西多摩 ２０９ ２０９ 

合計 ３１８８ ４３６ ３６２４ 

 また、当協会では多摩地域に特化した支部を構成することにより、多摩地域に特化した活動も行っております。 



  

東タク協ＨＰの英語対応 

 東京ハイヤー・タクシー協会のHPでも英語対応を行っており、主要な協会事業や、運賃検索システム、配車セン
ター情報等を掲載させていただいております。 

英語での運賃検索システム 

出発地・目的地を入力！ 

大凡の距離・時間 
運賃・深夜運賃が検索可能！ 

地図には運行ルートの 
見本が反映！ 



 各タクシー車内には、英語・韓国語・中国語で指差し確認することが出来るシートを携行しており、外国人利用客と
の円滑なコミュニケーションの手助けとして活用しております。 

指差し外国語シート 

シート内容 



 羽田空港・成田空港をご利用いただく際には定額運賃での運行が可能となっております。 

定額運賃での空港送迎 

乗務員携行シート 

乗務員は指差し外国語
シートと左図の様な、運
賃シートを保有しており、
目的地までの定額料金
が直ぐにお答えすること

が可能です。 



 都内法人タクシーの1400台体制で、コールセンターを活用した多言語対応が可能でございます。 
 こちらは東京都様からご協力をいただきまして、サービスを展開させていただいております。 

コールセンターを活用した多言語対応 



 タクシー車内でも、貼付ステッカーや、一部の会社では音声でのご案内、空車表示にも多言語対応を行っている会
社がございます。 

タクシー車内での多言語対応 

車内貼付ステッカー・空車表示例 



  

TSTiE（Tokyo Sightseeing Taxi in English）ドライバーによる観光案内 

 東京ハイヤー・タクシー協会では英語にて観光案内の出来るドライバーを育成・認定をしております。 
  

 
[Step1]  ・東京シティガイド検定 合格 
       ・ユニバーサルドライバー研修 修了 
[Step2]  ・東京観光タクシードライバー認定研修 修了  
 
[Step3] 
[Step2]までを修了した方を 

東京観光タクシードライバーとして 
認定 

[Step4] 
■東京観光タクシードライバーであること 

■TOEIC600点ほどの英語スキルがあること 
上記2点を受講条件に 

＊「観光英語対応ドライバー認定プログラム」 
を実施 

認定までのプロセス 

内容 

合格した方を 

TSTiEドライバー 
として認定 

認定プログラム内容 

■5時間×4日＝20時間の研修 
■観光案内のスピーチ+質疑応答テスト 
 

プログラムは、通訳ガイドの国家資格である通訳案内士の講師に協力いただき、オリジナルの研修を構築しまし
た。観光案内は勿論、外国と日本の文化・習慣等の違いにも触れ、専門的な内容となっております。 
 

 
 



  

東京都タクシードライバー観光案内特区 

 通訳案内士法において「報酬を得て、通訳案内（外国人に付き添い、外国語を用いて、旅行に関する案内をするこ
とをいう。）を行うことを業とする。」ことは、国土交通大臣の行う試験に合格し、都道府県知事に通訳案内士としての
登録を受けることが必要です。 
 平成28年6月に、構造改革特区での地域限定特例通訳案内事業として、「東京都タクシードライバー観光案内特

区」が認定され、東京都が実施する研修等を修了したタクシードライバーに関しては通訳案内士法の緩和が適用さ
れ、有償での通訳案内が認められることとなりました。 
 
  今まで 

これから 

有償ガイド 

ドライバー 

日本人 

外国人 

外国人の方への有償ガイドはNG 

有償ガイド 

日本人 

外国人 
ドライバー 

東京都認定 

東京都が実施する研修を受けたドライバーは 
有償での観光案内が可能となる 



  

スマートフォンアプリ（スマホdeタッくん） での英語対応 

 共通配車アプリ「スマホdeタッくん」も英語での対応が可能となっております。 
 各グループの垣根を越えた共通配車システムは世界初の試みで、都内法人タクシーの約40％のタクシーを配車
することが可能です。  

英語での配車画面 

41% 

対応車両割合 

■対応台数 

対応アプリケーション 

Android、Apple、Windowsアプリにてそれぞれ対応しており、無料でダウンロード
が可能です。（ご利用いただいたタクシー運賃+配車料金等は発生いたします。 



  

JAPAN TAXI と 多言語対応ディバイスの導入について 

 2017年発売予定のTOYOTA社の「JAPANTAXI」はユニバーサルデザイン車両で、全てのお客様に優しい車両となっ
ております。同車両には多言語対応が可能なディバイスの登載を視野に入れております。 
  

車両イメージ 

ディバイス登載イメージ 



  

2020年東京オリンピック・パラリンピックまでの目標 

 東京ハイヤー・タクシー協会では、東京オリンピック・パラリンピックまでに下記の目標を打ち出しております。  

項目/年度 2012年 2013年 2014年 2015年 
2016年 
（現在） 

2017年 2018年 2019年 2020年 

TSTiE 
   ドライバー 

      15人 
80人 
（目標） 

150人 200人 250人 300人 

多言語対応 
   ディバイス 

            
運用 
開始 

  

JAPAN TAXI 
       導入 

          
販売 
開始 

    10000 

日常会話＋主要観
光案内を英語で話
せるレベルのドライ
バーを認定。 
 

多言語対応を可能とする機器登載をする
ことにより、コミュニケーションを円滑す
る。 

東京都 平成28年度予算に

おいて61億円を計上。 
 


